
狂犬病は、かかった犬にかまれ、人にうつって発
症すると、ほぼ100％助からない恐ろしい病気です。
このような病気を流行させないために、表の日程

で狂犬病予防集合注射を行います。飼い主の人は飼
い犬（生後 3カ月以上）に予防注射を受けさせてく
ださい。

●注射の事故を防ぐため、犬を押さえることが
できる人が犬を連れてきてください。

●犬は健康体であることが前提です。
※注射の 1週間前から当日にかけて普段通り調子の
良いことが目安です。

●飼い犬のふんは必ず持ち帰ってください。
●次の犬は動物病院で注射を受けさせてくださ
い。
①犬を押さえる人がいないとき
②犬の体調が悪いとき、様子が普段と違うとき
③慢性的な病気を持っている犬
④最近、治療・予防注射などの処置を受けた犬
⑤興奮しやすい性格の犬
⑥妊娠・発情などで普段と違う状態にある犬


